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〔論文審査の要旨〕 
近年，自動車産業を中心に，構造の高強度化・軽量化のために，高張力鋼板が多用され
てきている．高張力鋼板のプレス成形においてスプリングバックを抑制（あるいは補正）
することは極めて重要である．本論文では，カウンターパンチによる付加的曲げを利用す
る新しい曲げ工法を提案し，これにより U曲げのスプリングバックをなくすとともに，底
板の平坦度を保証し，鋭い曲げコーナーも実現できることを示している． 
第一章では，スプリングバックの抑制・補正のための従来技術について，特徴と問題点
を明らかにするとともに，本研究の目的と論文の構成について述べている． 
第二章では，スプリングバックをなくすための二つの新しい工法：（１）カウンターパ
ンチによる底板の突き上げ，（２）曲げコーナー部の決め押しと底板の突き上げの組み合
わせ，の概要とそのための実験方法・装置について述べている．なお，本工法では平頭パ
ンチに段差を持たせることにより底板の突き上げにより逆曲げが付加できるように設計さ
れている．実験では 980MPaレベルまでの超高張力鋼板が使われた． 
第三章では，スプリングバックの有限要素（FEM）シミュレーションの概要について述
べている．とくに，スプリングバックの高精度予測ための材料モデル：Yoshida-Uemori
（Y-U）モデルの特長に言及している． 
第四章では，カウンターパンチによる底板の突き上げ工法の有効性を実験と対応する
FEM シミュレーションにより明らかにしている．底板の突き上げによりスプリングバッ
クの駆動力となる曲げコーナー部での曲げモーメントを大きく低減できることを示してい
る．また，底板の湾曲を抑えるためにはカウンターパンチによるクランプ効果が大きな役
割を果たしていることを明らかにしている． 
第五章では，とくに底板サイズが小さい場合には底板突き上げだけでは底板に湾曲が残
るおそれがあることを示し，そのための対策として，曲げコーナー部の決め押しと底板の
突き上げの組み合わせ工法を提案している．曲げコーナー部の決め押しにより，引き続く
底突きステージで板が流入することを抑制していることで底板の湾曲を防いでいることが
明らかとなっている． 
第６章では，本研究で得られた主な成果を総括している． 
以上のように，本研究では，従来困難であった高張力鋼板のスプリングバックを抑制す
る全く新しい工法の提案に成功しており，これはプレス成形産業界に強いインパクトを与
えるものといえる． 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 
 
